
 [事案 23－208] 死亡保険金支払請求 

・平成 24年 4月 25日 裁定終了 

＜事案の概要＞ 

加入後 3年以内の自殺による死亡保険金が支払われないことを不服として、死亡保険金

の支払いを求めて申立てがあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

平成 23年 3月に加入した利率変動型積立保険につき、同年 5月に被保険者が自殺したた

め、死亡保険金を請求したところ、責任開始日から 3年以内の自殺は免責事由に該当する

として支払いを拒絶された。契約締結の際に、自殺では保険金は出ないとは説明されてい

ないので、死亡保険金を支払ってほしい。また、契約締結に際して、保険証券や約款は受

領していない。 
＜保険会社の主張＞ 

申立契約の約款には「責任開始日からその日を含めて 3年以内の自殺」の場合には保険

金を支払わないと規定されており、申立人の請求に応ずることはできない。また、契約申

込みの際、申立人に対して重要事項説明書、契約のしおり、定款および約款を手交してお

り、また、契約締結後速やかに保険証券を送付している。 

＜裁定の概要＞ 

裁定審査会では、当事者から提出された申立書、答弁書等の内容にもとづき審理した結

果、下記のとおり申立内容は認められないことから、指定（外国）生命保険業務紛争解決

機関「業務規程」第 37条にもとづき、裁定書をもってその理由を明らかにして裁定手続を

終了した。 

(1)以下の理由により、申立人の「自殺では保険金は出ないとは説明されていない」、「申立  

  契約の保険証券等は受領していない」との主張を認めることはできない。 

     ①申立契約の申込書には、定款・約款・ご契約のしおりを受領した申立人の確認印が認 

       められ、また契約概要・注意喚起情報及び申込み内容についての重要な事項の説明を 

       受け、その旨を記載した書面を受領したことについての申立人の確認印も認められる。 

  ②保険会社において、申立契約の証券を発送する事務処理がされたことが認められる。 

(2)仮に、申立人の主張のとおり、説明を受けておらず、保険証券等を受領していなかった

としても、生命保険契約は附合契約【注】であり、本契約の内容は約款の定めによって

決まる。よって本契約の約款には支払事由が生じても免責事由に該当するときは保険金

を支払わない旨記載されており、「被保険者が責任開始の日からその日を含めて 3年以内

の自殺によって死亡した場合」をその免責事由の一つに挙げているので、保険会社は保

険金の支払義務を負わない。 
【注】附合契約とは、大量かつ定型的取引において、契約当事者の一方が予め定めた契約条項（普通契約約款）

を、相手方が包括的に承認することによって成立する契約のことです。相手方は約款の各条項の内容を具

体的に知らなくても約款に拘束されると解されています。 

 


